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Abstract 
 
This paper focuses on the current situation and new dynamics of Manchu people since the 
establishment of the People’s Republic of China through the case of Xiafangzi Village in Xinbin 
Manchu Autonomous County. Since 1950s, Manchu has been changing drastically due to a series of 
political reforms, such as the Land Reform, the Great Cultural Revolution, the Reform and Opening 
Up of China and so on. Typically, by the political and economic influence in the new social 
environment, the life gradually estranges, and big ceremonies are rarely held. Manchu has been 
adapting to the changes, and it has forming like today. All kinds of historical changes, not only 
influenced their politics, economy and daily lives, but also their spiritual world.  
This paper analysis the situation, characteristics and change of Manchu’s politics and economy, 
religion, kinship organization as well as ethnic relations based on the investigation of Xiafangzi 
Village. In other words, the understandings of Manchu can be achieved through the researching the 
change and constant of Manchu from various aspects. A typical point is that Manchu people have the 
idea of protecting ancient ancestors and deities, meanwhile, they also have to adapt to changes of the 
external environment. Within the historical transition, the Manchu responds to external changes, 
adapts to the new environment, and constantly rebuilds their life and way of thinking. For Manchu’s 
society, the traditional culture like ancestor worship which add new functions and significance, 
support and influence the development and changes of Manchu’s society in spirit.  
 
要旨 
 
本論文は、現代社会における満族に焦点を当てて、中華人民共和国成立以降の社会的変
遷に伴う満族社会の実態と変容を観察するものである。ここでは、新賓満族自治県下房子
村の事例を取り上げ、調査対象村の地域的特徴と政治的背景という二つの要素を考慮しな
がら、満族に関して政治経済、信仰、氏族組織及び民族関係などの側面から総括的に考察
した。文化人類学的観点から、今日の満族の実像を描き出し、正確、斬新な満族を直接に
反映することを試みた。 
中華人民共和国成立以来、土地改革、社会主義現代化、改革開放、中国特色社会主義な
どの政策が絶えず打ち出されてくる。満族の村落である下房子村も当然、政策に巻き込ま
れ、時代的な変化に応じて変貌している。農村及び少数民族自治地域として、下房子村の
政治と経済は国家の政策に応じながら、一連な改革を経てきた。 
1950年代頃から現在に至るまでの中国は計画経済から市場経済への変化が起こった。満
族社会では、政治と経済状況は社会の発展とともに変わっていく。下房子村の政治経済は
①生産隊時期、②改革開放時期、③新しい経済改革時期という三つの転換期に大きく分け
て、今日の様子まで辿り着いた。この過程において、村で行われた改革の実施、生活様式
の変化、出稼ぎの現実などを明らかにした。 
この三つの時期を概観すると、農業集団化、「単干」、新改革時代を体験してきた満族
は他の民族と同じような生活変化をこうむった。計画経済時代とは異なる激しい競争が溢
れる社会にあって、市場経済は満族にも影響を及ぼすようになった。その中で、社会的発
展は経済を中心にするように変わっていく。過去、農村で豊かで比較的に固定的な人間関
係で結ばれていた彼らは、利益を追求する意識が強くなっており、考え方の変化が付き合
いの仕方を「合作」から「雇用」に変更して人間関係の変化を招くようになった。 
 そして、新しい時代に入ってから、政策上において農村地域および少数民族に対する優
遇政策によって、村の社会的環境、村人個人の生活環境はうまく改善され、変貌している。
一方、現在、開発できる特別な自然、人文資源を持ってないことなどが原因で、新改革時
期を経ても、村の経済は大きな発展を見せなかった。この場合、村の発展と村民の生活の
向上はさらに国家政府の優遇政策に依存する傾向を高める。あるいは、政策上の変動は彼
らの生活と密接な関係にあると言える。上述したような政治経済は満族の生活環境、心理
上の認識の形成と変化に強く影響する社会的背景となっている。満族の信仰、人間関係、
民族交流などの活動はいずれもこの幕の下に展開されている。 
調査地における満族の信仰に関して、満族の信仰の全般的有様を浮き彫りにすることに
力を注ぎ、それらの人々の日常生活を支えてきた内面的世界の実態を把握した。さらに、
中華人民共和国成立以降の社会的変遷に伴う満族の信仰の特徴とその変化について考察し
てきた。 
1980年代から、伝統的な祭祀儀礼の復興傾向が現れて以降、現在の満族の祭祀儀礼は、
主に仏教などの伝統宗教と祖先祭祀や保家廟信仰などの民間信仰の二者を中心に実践され
ていることが分かった。信仰の対象については、必ずしも単一的、一神教的なものではな
く、常に仏教と胡仙をはじめとした複数の神を信じている場合が多い。それは、宗教と民
間信仰が融合しているかのようにも見える。 
民間信仰には、祖先祭祀と保家神信仰が含まれており、自然崇拝や動物崇拝などが自ら
の特徴として表われている。祖先祭祀は、主に屋内に祖先板子を設置するか祖先像を祀る
こと、および墓参りか焼紙を通じて、自分の祖先に対する思いを表わす。一方、保家廟は
一部の氏族の間で再建され、保家神を祀る儀礼も再開されるようになった。保家神は、そ
れぞれの氏族の専有とされるものであり、一族の安全、安寧、平和を守る存在であると見
なされている。 
しかし、復活した伝統的な祭祀儀礼はすべてが過去の再現ではなく、その中のある部分
が調整されたものである。むかしは複雑で厳しく管理されていた祭祀儀礼が、現在では家
族の強い意向によって、無意識のうちにそれを模倣して伝承されていたりする。今日の祭
祀は個人の考えや気持ちによって決められており、古い要素のいくつかを削除し、各家の
慣習、あるいは祀る神の性格にしたがって、儀礼に力を入れる側面も異なっている。また、
それぞれの祭祀儀礼では、過去のように現世利益を求めることにとどまらない。彼らは、
神様や祖先を崇拝する原始性を保持する一方で、安心感と責任感を満たしたいという要求
も顕著になってきている。 
時代の変化に伴って、満族の信仰の内容と形式のどちらも再構成されている。この過程
において、満族は旧来の祖先や神を守り続けようとする保守的思いがある一方で、変遷し
融合し続けようとする。この側面から言えば、彼らは周りの変化に応じて、生き様や考え
方を再構成し続けている性格をも内在している。満族は現代社会における自らの要求によ
って、生き様や考え方を再構成し続けている。その場合は、「不変」は単純な伝承ではな
く、「変化」は純粋な創造を超えて、むしろいずれも「再構成」という図式に沿いつつ、
新しい要素を変化できない要素と組みわせ、今日の満族を形成しているのである。 
満族の人々は祭祀儀礼を通じて、自らの祖先に対する追憶を表し、一族の成員を集まる
機会を得る。祖先祭祀は祖先板子、祖墳、族譜及び動物神を媒介にし、一族を結び付け、
家族の結束力を強める。彼らは昔から祖先祭祀を重視していて、信仰と氏族組織を緊密に
繋げている。氏族内部で共有されている自らの神々を信仰することは、一族の精神を支え
ている根本であり、氏族組織の徹底的な解体を避けられる。 
氏族組織は満族社会を構成する最も重要な要素の一つである。昔、満族社会において、
氏族は婚姻、司法、行政、財政などほぼあらゆる側面に大切な社会的機能をしていた。満
族は社会的改革の面において、漢族と同様な社会的改革政策に影響され、氏族組織や家族
構造に顕著な変化が表われた。その中で、土地改革による氏族組織の機能の破壊、農業集
団化による伝統的家族観念の弱化、改革開放による価値観の変化などの影響が最も顕著で
ある。 
その結果、1950年代以降、昔の大家族に代わり直系家族、核家族の比率が急速に増加し、
核家族が主な家族構成になった。また、三、四世代かぞくも内部の各世帯の経済が独立し、
「同住不同食」の新しいライフスタイルが生み出された。また、氏族間の付き合いが薄く
なって、家族間の関係は次第に疎遠になるようになった。対外面にも氏族組織がその政治
的、経済的機能もほぼ失ってしまった。 
これに対して、近年、一部の満族の中に、祖先祭祀を中心とする伝統的な儀礼が復活す
る傾向が見られる。大規模な祖先祭祀が再開され、墓参り、族譜の複製、加筆するイベン
ドを行うことを機に、一族は再び連絡が取れて、共通の祖先を偲ぶようになる。長く続け
ている祖先神に対する信仰、及び保家神の存在は氏族成員の帰属感を呼び戻し、墓参りや
祭祀活動などを媒介にして、氏族組織の完全な崩壊から保護される。 
また、今日の祭祀は家族の私的儀礼であるに止まらず、民族文化の重要な一部と見なさ
れるようになった。祖先祭祀の復活に伴い、索羅杆子、祖宗板子、族譜など満族の伝統は
元々の意味や作法にこだわらず、新しい場所に応用されたり、新しい機能を果たしたりす
るようになった。祖先祭祀をめぐって、それぞれの伝統的な儀礼は、一族の祭祀であると
同時に、民族の特徴を表わすために執り行われ、重要な文化資源と見なされるようになっ
た。満族はその価値を意識しながら、自らが満族の一員であることを示そうとしているよ
うに見える。祖先祭祀は自らの属する民族の誇りをアピールする新しい機能を果し、親族
組織にも今後の可能性を提供している。 
社会全体の中で、満族は一つの独立的に存在する個体ではなく、必ず周りの人々と地理
的、政治的、経済的な連結を持っている。本論文では調査地である下房子村の特徴を視野
に入れ、満族と漢族、満族と朝鮮族との民族関係を把握し、満族に関して総合的な分析を
行った。 
満族と朝鮮族は少数民族として昔から自らの言語、生活慣習、信仰、儀礼などを持って
いる。それ故、満族と漢族、朝鮮族との付き合いは各民族の独自性が表わされていながら、
相互間の協力、通じ合うこともある。下房子村の事例から見れば、現在において満族と漢
族は互いに影響し合い、生活慣習が接近し、通婚や生活上の交流を頻繁に行っている。民
族関係は長期的に持続し、すでに成熟していると言える。 
これに対して、村の朝鮮族は長く満族、漢族と地理的に近く住んでいて、さらに行政上
の原因で一つの村に合併されたが、依然として自らの言葉や生活慣習を維持している。日
常生活において、比較的固定的な人間関係を持ち、周囲の満族や漢族より高い民族内の結
束力を示している。彼らは各家の好き嫌いによって、家ごとの交流と付き合いが展開され
ている。そして、近年、朝鮮族は海外への出稼ぎのブームに巻き込まれ、生活が一層豊か
になっている。彼らは生活様式を変化させ、経済面の富裕化から優位感を生み出した。周
りの満族と漢族も彼らの変化を感じとっている。それ故、経済上の差異も民族間の付き合
いに影響をもたらした。 
今日の満族は朝鮮族ほど民族の言語、舞踊、衣装、飲食慣習などに民族の文化的特徴が
見られない。そのため、満族の特徴を示し、その社会的実態を描き出すのは容易なことと
は言えない。今日の満族は国家の政治政策の下に、他の民族とほぼ同じペースで改革や変
革を行い、社会の発展を進行させている。少数民族であっても独自的に発展することはで
きず、他民族との付き合いが避けられないことは現実である。民族間の融合は ①地理的
距離、②政治、経済など社会的環境の共通性という二つの要素と関わっている。彼らは独
自の民族文化を維持するために努める側面と、その成長において本来の文化や慣習を忘れ、
周りの勢力や文化を吸収して生まれ変わる側面を同時に表している。 
満族の場合は、文化的開放性を持ち、社会的変化を柔軟に対応し、それは満族社会の維
持と発展に重要な形式である。各時期において、満族社会は少しずつ変化を起こしており、
この過程において伝統の継承と変容両方を含めている。同時に、その民族社会の形態の変
化は異なる歴史時期の特徴をも表す。 
満族は周りの漢族や朝鮮族などの他民族と連結し、その連結が日常の細かところまでに
及んでいる。文化的な接触、接近は彼らの民族間の心理的な距離を除き、徐々に緊密な関
係を作り出している。他の民族との区別が徐々に曖昧となる一方、満族は族譜、範字、祖
先、仏托、保家神などを通じて、満族の存在を確かめる。伝統としての信仰や氏族組織は
歴史的持続性を示しながら、維持と変化の両面が表われている。現在、それらは民族を強
調する際に最も重要な要素である。伝統的文化の進行は満族社会の発展と変遷に精神的支
持と影響を与える。 
 
 
